
令和８年毒物劇物取扱者試験問題 

法 規 

 

 

１ 次の文章は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。（   ）に当てはまる正しい語

句を下欄から選び、そのローマ字を法規・基礎化学試験用紙の問題番号１から５の解答

欄にマークしなさい。 

 

第十五条 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を次に掲げる者に交付してはならない。 

一 （問題１）の者 

二 心身の障害により毒物又は劇物による保健衛生上の危害の防止の措置を適正に行う

ことができない者として厚生労働省令で定めるもの 

三 麻薬、大麻、（問題２）又は覚せい剤の中毒者 

２ 毒物劇物営業者は、厚生労働省令の定めるところにより、その交付を受ける者の氏名及

び（問題３）を確認した後でなければ、第三条の四に規定する政令で定める物を交付して

はならない。 

３ 毒物劇物営業者は、（問題４）を備え、前項の確認をしたときは、厚生労働省令の定める

ところにより、その確認に関する事項を記載しなければならない。 

４ 毒物劇物営業者は、前項の（問題４）を、最終の記載をした日から（問題５）、保存しなけ

ればならない。 

 

【下欄】 

（問題 １） a 十五歳未満 b 十八歳未満 c 七十歳以上 d 七十五歳以上 

（問題 ２） a あへん b 危険ドラッグ c シンナー d 向精神薬 

（問題 ３） a 住所 b 連絡先 c 使用目的 d 本籍 

（問題 ４） a 台帳 b 個票 c 伝票 d 帳簿 

（問題 ５） a 十年間 b 五年間 c 三年間 d 一年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 次の文章は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。（   ）に当てはまる正しい語

句を下欄から選び、そのローマ字を法規・基礎化学試験用紙の問題番号６から 10 の解

答欄にマークしなさい。 

 

第十二条 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は劇物の容器及び被包に、

「（問題６）」の文字及び毒物については（問題７）をもつて「毒物」の文字、劇物については

（問題８）をもつて「劇物」の文字を表示しなければならない。 

２ 毒物劇物営業者は、その容器及び被包に、左に掲げる事項を表示しなければ、毒物又

は劇物を販売し、又は授与してはならない。 

一 毒物又は劇物の名称 

二 毒物又は劇物の（問題９）及び（問題10） 

三 厚生労働省令で定める毒物又は劇物については、それぞれ厚生労働省令で定める

その解毒剤の名称 

四 毒物又は劇物の取扱及び使用上特に必要と認めて、厚生労働省令で定める事項 

３ 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、毒物又は劇物を貯蔵し、又は陳列する場所

に、「（問題６）」の文字及び毒物については「毒物」、劇物については「劇物」の文字を表

示しなければならない。 

 

【下欄】 

（問題 ６） a 指定 b 取扱注意 c 医薬用外 d 危険 

（問題 ７） a 白地に黒色 b 黒地に白色 c 赤地に白色 d 白地に赤色 

（問題 ８） a 白地に黒色 b 黒地に白色 c 赤地に白色 d 白地に赤色 

（問題 ９） a 化学式 b 製造元 c 使用期限 d 成分 

（問題 10） a 廃棄方法 b 質量数 c その含量 d 製造責任者 

 

 

 

 

 

 



３ 次の文章で正しいものには[a]を、誤っているものには[b]を、法規・基礎化学試験用紙の

問題番号 11 から 20 の解答欄にマークしなさい。 

 

（問題 11） 毒物劇物営業者及び特定毒物研究者は、その取扱いに係る毒物又は劇物が

盗難にあい、又は紛失したときは、７日以内に、その旨を警察署に届け出なけ

ればならない。 

（問題 12） 毒物又は劇物の販売業の店舗において、毒物又は劇物を貯蔵する場所が性

質上かぎをかけることができないものであるときは、その周囲に、堅固なさくを設

ける必要がある。 

（問題 13） 毒物劇物取扱者試験の合格者は、合格した都道府県のみで毒物劇物取扱責

任者になることができる。 

（問題 14） 20歳未満の者は毒物劇物取扱責任者となることができない。 

（問題 15） 毒物劇物営業者は、毒物又は劇物を直接に取扱わない場合は、店舗ごとに毒

物劇物取扱責任者を置く必要はない。 

（問題 16） 毒物劇物営業者は、毒物劇物取扱責任者を変更したときは、変更後 10 日以

内に、その毒物劇物取扱責任者の氏名を届け出なければならない。 

（問題 17） 毒物劇物営業者が個人経営から法人経営になる場合は、新たに登録を受けな

ければならない。 

（問題 18） シアン化水素及び硫酸は、いずれも劇物である。 

（問題 19） 「特定毒物」は、すべて毒物である。 

（問題 20） 毒物劇物営業者が、毒物又は劇物を毒物劇物営業者以外の者に販売し、又は

授与する場合、毒物又は劇物の譲渡手続に係る書面には、譲受人の押印又は

署名が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 次の文章は、毒物及び劇物取締法の条文の一部である。（   ）に当てはまる正しい字

句を下欄から選び、そのローマ字を法規・基礎化学試験用紙の問題番号 21 から 25 の

解答欄にマークしなさい。 

 

第三条の三 興奮、幻覚又は（問題21）の作用を有する毒物又は劇物（これらを含有する物

を含む。）であつて政令で定めるものは、みだりに摂取し、若しくは（問題22）し、又はこれ

らの目的で（問題23）してはならない。 

 

第四条 １～２ 省略 

３ 製造業又は輸入業の登録は、（問題24）ごとに、販売業の登録は、（問題25）ごとに、更

新を受けなければ、その効力を失う。 

 

【下欄】 

（問題 21） a 昏睡 b 麻酔 c 麻痺 d 痙攣 

（問題 22） a 吸入 b 注射 c 塗布 d 噴霧 

（問題 23） a 販売 b 製造 c 譲渡 d 所持 

（問題 24） a 三年 b 五年 c 六年 d 十年 

（問題 25） a 三年 b 五年 c 六年 d 十年 

 



令和８年毒物劇物取扱者試験問題 

基礎化学 

 

 

１ 次の文章で正しいものには[a]を、誤っているものには[b]を、法規・基礎化学試験用紙 

の問題番号 26から 35の解答欄にマークしなさい。 

   

（問題 26） 一定物質量の気体の体積は、圧力に反比例し、絶対温度に比例する。こ

れをボイル・シャルルの法則という。 

（問題 27） メタンは、常温、常圧で空気より軽い気体である。 

（問題 28） Cl2の非共有電子対は４組である。 

（問題 29） Alの電子配置は、K殻に２個、L殻に８個、M殻に３個である。 

（問題 30） CaCO3の下線部の酸化数は、+３である。 

（問題 31） 酸素とオゾンは、互いに同素体である。 

（問題 32） 窒素（N2）は三重結合をもつ分子である。 

（問題 33） エチレンは、芳香族炭化水素である。 

（問題 34） ｐH ２の塩酸を純水で薄めて 10分の１の濃度にしたときの溶液のｐHは、２であ

る。 

（問題 35） 水酸化ナトリウムには潮解性があるが、水酸化カリウムには潮解性はな

い。 

 

 

２ 次の化学式の名称を下欄から選び、そのローマ字を法規・基礎化学試験用紙の問題番

号 36から 40の解答欄にマークしなさい。 

 

（問題 36） CH3OH       （問題 37） CH3 COOH    （問題 38） CH3CHO    

（問題 39） C2H5OC2H5    （問題 40） C6H5 COOH 

 

【下欄】 

a アセトアルデヒド   b 酢酸       c ジエチルエーテル 

d メタノール         e 安息香酸    

 

 

 



３ 次の（  ）内に当てはまる最も適当な語句を下欄から選び、そのローマ字を法規・基礎

化学試験用紙の問題番号 41から 45の解答欄にマークしなさい。 

 

原子から（問題 41）の電子を１個取り去って、１価の陽イオンにするのに必要なエネル

ギーを（問題 42）といい、一般に（問題 42）が（問題 43）原子ほど陽イオンになりやすい。 

また、原子が１個の電子を受け取って、１価の陰イオンになるときに放出するエネルギ

ーを（問題 44）といい、一般に（問題 44）が（問題 45）原子ほど陰イオンになりやすい。 

 

【下欄】 

（問題 41） a  最外殻 b  最内殻 

（問題 42） a  電子親和力 b  イオン化エネルギー 

（問題 43） a  大きい b  小さい 

（問題 44） a  電子親和力 b  イオン化エネルギー 

（問題 45） a  大きい b  小さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 次の問題について、（  ）内にあてはまる数値を下欄から選び、そのローマ字を法規・基

礎化学試験用紙の問題番号 46 から 50 の解答欄にマークしなさい。 

 

（１） 0.5 mol/Lの水の質量は、（問題 46）ｇである。 

   ただし、原子量は H＝１、O＝16 とする。 

（２） 0.05％を百万分率に換算した場合、（問題 47）ppm となる。 

（３） 重量パーセント濃度 2.0％の塩化ナトリウム水溶液 200ｇを作るときに必要な塩化ナトリ

ウムは（問題 48）ｇである。 

（４） 0.25mol/L の硫酸 8.0mL を完全に中和するには、0.40mol/L の水酸化ナトリウム水溶

液（問題 49）mLが必要である。 

（５） エタノール（C2H5OH）を完全燃焼させたところ、88ｇの二酸化炭素（CO2）が生成した。

このとき燃焼したエタノールの質量は（問題 50）ｇである。 

   ただし、原子量は H＝１、C＝12、O＝16 とする。 

 

【下欄】 

（問題 46） a  0.9 b  8.5 c  9.0 d  18.0 

（問題 47） a  0.5 b  5 c  50 d  500 

（問題 48） a  2 b  4 c  20 d  40 

（問題 49） a  2.5 b  5 c  7.5 d  10 

（問題 50） a  23 b  46 c  69 d  92 

 

 

 


